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サ ナヘ トン ボ亜科(Gomphinae)に 厩 す る蜻 蛉 の染 色 禮 に就 い て は さ き に小 熊 教 授('30)に 依

りヒ メ ヤマ サ ナへ(G,melampus),ヒ トス ジサ ナ へ(θ.観 ガα80襯翻8),ヲ ジ ロサ ナ へ(σ.

8鵬 励 勧 の3種 並 にAsallaalldMakillo(,35)に 依 り印 度 産 の ク ロウ チ ワヤ ソマ(1爾 催8

瓶p姻 と合 計4種 に就 い て 種 々興 味 あ る事 實 が報 告 され て ゐ る。今 同 本亜 科 に厨 す る2種,ハ キ

サ ナへ(Oomp枷81撚 伽8乞8Mats.)及 び ギ フ ヤ マ トンボ(7αo加 μ θγ郷Pγ ツ爾Selys)の 染 色

艦 を槍 鏡 す る機 會 を得 た の で,そ の核 型 拉 び に 他 種 との 比 較 に つ い て述 べ て 見 た い と思 ふ 。

稿 を進 む るに 當 り御 懇 篤 な る御 指 導 と研 究 上 の便 宜 を 與 へ られ た 小 熊 教 授 に 封 し 衷 心 よ り感

謝 の意 を 表 す 。叉 種 々 の御 助 言 と御 教 示 を 賜 つ た 牧 野 助 教 授 並 び に 標 本 査 定 の勢 を とられ た 山 口

秀 吉氏 に封 して深 謝 す 。

ノ・キ サ ナへ は1936年 京 都 市 郊 外雲 ケ畑 に て操 集 せ る羽 化 問 も無 い と思 は れ る雄 戌 贔 で,ギ フヤ

マ トンボ は牧 野 助 教 授 に よ り青 森縣 山形 村 青荷(1938)に て探 集 され た 成 贔 で あ る。 固定 液 は 凡 て

Carothers液 を用 ひ,パ ラ フィ ン法 に よ り,切 片 の染 色 はHeidenhai11氏irol1-haematoxylil1及

びlight-greenを 用 ひ た。

観 察

1.ギ フヤマ トンボ(Tαcぬoμ α りκp堀 αiSelys)7融0卿 γ解 屡は染色膣研究とし

ては最初のものである。精原細胞には17個 の染色騰が敷へ られた(:Fig.1).核 型 は蜻蛉目特

有のそれでm及X染 色騰を除いて他の常染色瞠問にはそれ程顯著な形態上の差違は認められ

ない。各染色膿間には大さ及形により相同封が明白に認められ る。m一染色膿は甚だ小形の粒状染

色瞠で2個(11封)あ り,そ の大さは飴程注意して観察 しない と見落す程である。X染 色膿は

蜻蛉目共通の形並びに大さを有し,そ の同定は容易である。第一成熟分裂では9個 の染色膿が敷

へられる(:Figs.2-3).各 染色艦の形状及び相互間の大さの差等から見て クロウチワヤンマに良

く似通つた黙を備へてゐる。X及 びm一 染色騰は常に核板の周邊に存在 し,そ の大 さにより他の

常染色膿から誤 りなく識別される。X染 色膿は トンボの凡ての場合 と同様第一一分裂では等分に
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分離 し(:Fig.4),1第 二分裂で減藪的

に何れか一方の極へ移行する(:Fig.

5),從 つ て精子細胞にはXを 含む

ものと含まぬものの2種 を生ずる

(Figs.6-7).

2.ハ キ サ ナ へ(Gomρhus

ぬα聯cηsおMats.)ハ キサナへの

第一分裂面には12個 の染色膿が撒

へられ,各 染色膿の形状配列は既知

の 本鵬3種 と甚だ 良 く似てゐる

(:Figs.8-9).注 意すべき事は本種に

はm一 染色膿に相當するものが見出

されない ことであるoこ の黙 ヒ ト

スジサナへ(αz5幅 プα8c乞αれ{8)と類

を一にする。X一染色膿は第一分裂

で等分し爾極へ移行 し他の蜻蛉目の場合 と攣る所に

第二分裂に於てはx染 色瞠は分離せず何れ

か一方の極へ移行するか ら(:Fig.11),そ の結

果生ずる精子細胞にはXの 有無により2型 が

匠別 され ることは前種 と同様で ある。(FigS.

12-13).本 種 の第二分裂に於ける染色膿の形状

は略 ζ同形同大で,ギ フヤマ トンボの場合の如

く相互間に大小の差違は殆んど認められない。

考 察

既に知られたる事實よりσo伽卿`8厩 の種類

による染色膿敷の攣異を見るに甚だ興味ある事

實が存在する。今蝕に現在迄調査されたものの

第一一分裂に於ける染色瞠の敷的關係 と其の構成

を表にして見ると次の様である。1)

これによつて見るにm染 色膿の有無により4種 に於て種類 と核型の上に興味ある關係が認め

られる。即ちハキサナへの η,12=11a+:X:の 中 の1個 の常四分子染色騰(1autosometetrad)カ ミ

次第にその大さを減少し終にm染 色膿になつたときヲジロサナへ@,12)の 核型10a+m+X

が 出現 し,次 にヲジロサナへのmが 途に消失してしまつた ときヒ トスジサナへの核型 賀,11=

1、a一 常染色禮・m=m一 染色禮 ・X=性 染色膿 ・

  Figs. 1-7. Chromosomes of Tachopteryx pryeri. 2500 X. 

1, spermatogonial metaphase. 2-3, primary spermatocyte 

metaphases. 4, side view of the primary spermatocyte 

metaphase. 5, side view- of the secondary spermatocyte 

meta-anaphase. 6-7, anaphasic complexes of the secondary 

spermatocyte. m=m-chrom, x x-chrom.

  Figs. 8-13. Chromosomes of Gomphus 

hakiensis. 2500 X. 8-9, primary spermato-

cyte metaphases. 10, side view of the 

primary spermatocyte meta-anaphase. 11, 
side view- of the secondary spermatocyte 

meta-anaphase. 12-13, anaphasic complexes 

of the secondary spermatocyte. x=x-chrom.
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10a+Xが 現 はれたと考へる事が出來るであらう。ヒメヤマサナへの核型に至るまでには筒未だ

その間にギヤップがあるが將來の研究によつてそれ も充たされ る時が來るであらう事は豫想する

に難くないo

次にギフヤマ トンボ(Tαc加 μ`～r解Pr〃6rのに就て見 るに,染 色膿藪が?に9で ある事は注 目

に値 し蜻蛉目では現在迄此の藪は知 られなかつたし,從 つて9・=7a'+1h+xな る核型 も最初の出

現である。次にm一染色膿に就て見るに,從 來サナヘ トンボ亜科(Gomphinae)に 獲見されたもの

は凡て比較的大形であるに反 し本種のm一 染色膿は甚だ微小形でこの黙1・ンボ科(Libellulidae)

の ミヤマアカネ(8〃?'～Pθ加 川Pα16"～ση、τα照 η～)に比適する。斯の如 き染色膿が消失の一歩手前

にある様な状態は,此 のものが次第に大さを減 じ終には消失 にまで到達する傾向を持つてゐると

云ふ小熊教授の説(Oguma'30,0gumaIlndAsalla'32)を 讃抵づける一例であらうと思ふ。又

常染色膿の形態に關しては本種はクロウチワヤンマ(Ic伽 ～粥 γαP齢,Asanaa・ ・dM:aki・・o'35)の

それ と似通つた黙を多分に持つてゐるが,併 しm一 染色膿がクロウチワヤ ンマでは他の染色膿に

比 し蝕 り小形でない事及びX一 染色禮が最大形の染色膿によつて代表 されてゐるといふ黙に於て

爾者の差異が見られる。
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                         Resume 
    Chromosomes in the male germ-cell of two species of dragonflies belonging to 

the Gomphinae (Aeschnidae) have been studies. 
    (1) The spermatogonium of Taehopterjr pryeri Mats, contains 17 chromo-

somes (Fig. 1). The diploid number, 17, is the lowest one so far reported in the 
dragonfly. A pair of small in-chromosomes and an unpaired X-element can be 
easily distinguished among them by their shape and size. The m-chromosomes of 
this species are characterized by their minute size. The primary spermatocyte meta-
phase shows nine chromosomes composed of eight autosome tetrads and an X-element 
(Figs. 2-3). In the first division all the chromosomes including the X are divided 
into equal halves (Fig. 4). In the second division the X, unlike the outsomes, does not 
divide but goes to one of the two poles entire (Fig. 5). Thus there are obtained two 
kinds of spermatids, one having the X-element (Fig. 6), the other without it (Fig. 7). 

    (2) In the primary spermatocyte metaphase of Gomphus hakiensis Selys 12 
chromosomes are found including an X-element (Figs. 8-9). There is distinguished 
no conspicuously small element which can be called an in-chromosome. The X-
element, as in all the cases of the dragonfly, divides eq'mationally in the first division 

(Fig. 10), and runs ahead toward one pole without separation in the second division 
(Fig. 11), two kinds of spermatids, with and without the X, being produced (Figs. 
12-13).


